
第五学年一組 理科学習指導案

電磁石の性質単元
指導観
○ 本学級の子どもたちは，これまでの理科学習で，自然事象の差異点や共通点に気付き，比較する

ことや，自然事象の変化とその要因とを関係付けることができるようになっている。また，植物の
発芽や成長と水・空気・日光などとの関係について，条件を制御して調べる学習を通して，観察・
実験の結果を整理・考察することも徐々にできるようになってきている。そこで，変化の要因とな
る条件に着目して調べ，問題を計画的に追究することができるようになるこの期に本単元を取り上
げる。そして，電磁石の導線に電流を流して電磁石の性質を調べることを通して，電流の働きにつ
いての見方や考え方をもつことができるようにする。このことは，意欲的に自然を追究する子ども
や，電気エネルギーに対する科学的な見方や考え方を深める子どもを育てる上からも意義深い。

○ 本単元に関しては，第３学年「電気の通り道」の学習で，電気を通すつなぎ方や電気を通すもの
があること，また「磁石の性質」の学習で，磁力性・磁化性・透磁性・指北性などの磁石の基本
的な性質をとらえてきている。第４学年「電池の働き」では乾電池の数や光電池に当てる光の強さ
とモーターの働きの変化の関係や電流の極性について学習してきている。本単元では，これらの電
気や磁石に対する見方・考え方の上に立って，電流と磁力の関係という新たな見方・考え方をもつ
ことができるようにしていく。本単元を通してコイルに電流を流すと磁力が発生すること，コイル
に鉄心を入れると一つの磁石のような性質を持つ電磁石ができること，電磁石は強さや極を変化さ
せることができること，電磁石の性質を利用したものが身の回りに多く存在していることなど，電
磁石の不思議さや有効性・利便性をとらえていく。そしてこのことは，第６学年「電気の利用」や
中学２年「電流と磁界」の学習で，電気エネルギーの見方や変換・保存，電気エネルギーの有効利
用など電気の働きに対する見方・考え方を深めていく学習へと発展していく。

○ 本単元の指導にあたっては，電磁石に自ら働きかけて主体的に電磁石の性質を調べ，観察・実験
やものづくりなどの体験活動や観察・実験の結果を科学的に考察する活動を通して，電磁石の性質
を実感を伴って理解することができるようにする。そのために，コイルブランコを作ってコイルに
電流を流した時に磁力が発生している様子を観察したり，自分で電磁石を作って遊んだり，自分の
電磁石を作りかえたり，電磁石の性質を利用したものづくりをしたりする活動を通して，電磁石に
自ら働きかける経験がたくさんできるようにする。その際，理科学習ノートを活用し，自分なり推
論をもとに仮説を立てたり，調べた結果を表化・グラフ化したり，電磁石の働きの変化をイメージ
図で表したり，それをもとに考察・交流したりする活動を通して，電磁石の性質についてより科学
的にとらえることができるようにする。また，電磁石の性質についての追究活動を進めながら，永
久磁石の性質との違いを比べる活動を仕組むことで，電磁石の利便性にも気付かせていきたい。

目標
１．鉄心に巻いた導線に電流を流したときの磁力の様子に関心を持ち，電磁石を作って電流の働き

， 。を進んで調べ 電流の働きについての考えを日常生活と関連付けて考えようとする態度を育てる
２．電磁石の強さの変化を電流の大きさやコイルの巻き数と関係付けたり，電磁石の極の変化を電

流の流れる向きと関係付けたりして考えることができるようにする。
３．電磁石の性質の変化を，電流の強さや導線の巻き数，電流の向きなどの視点から条件を制御し

て調べ，実験結果を表やグラフに整理し，論理的に表現することができるようにする。
４．電流の流れている導線は鉄心を磁化する働きがあることや，電流の強さや導線の巻き数によっ

， 。て電磁石の強さが変わり 電流の向きによって電磁石の極が変わることを理解できるようにする
（１１時間）計画

１．コイルブランコを観察し，コイルに電流を流すと磁力が発生することをとらえさせる。 １
２．電磁石を作って釣りゲームをし，気付きや疑問から追究したい課題を持たせる。 ２
３．電磁石と永久磁石の性質の違いについて詳しく調べ，電磁石は電流の向きによって

極が変わることをとらえさせる。 ３
４．電磁石を強くする要因について調べ，電流の大きさや導線の巻き数と電磁石の強さの

関係をとらえさせる。 ３
(1)自分の仮説をもとに，条件を制御した実験計画書を作らせる。 ②
(2)仮説に基づいた実験を行い，結果を考察させる。 ①本時

５．電磁石の利用について調べたり，ものづくりをしたりして，日常との関連を見出させる。２
本時指導の立場

本時指導にあたっては，電磁石を強くする要因について条件を制御して調べることを通して，電
磁石の強さの変化を電流の大きさや導線の巻き数と関係付けて考えることでができるようにする。
そのために 「つかむ」段階では，前時に立てた自分の実験計画書をペアの友達に説明する活動を，
通して，本時のめあて，自分の予想とそれを確かめる実験方法(条件制御)，結果の見通しなどを再
確認させる。次に 「しらべる・まとめる」段階では，自作の100回巻き電池１この電磁石と乾電池，
の数や導線の巻き数を増やした電磁石の強さの変化の様子を、つりあげることができるナットの数
で調べさせる。最後に，実験結果をグラフ化したものを考察し，電磁石の強さを変化させる要因に
ついて結論付けさせる。さらに「いかす」段階では，強力にした電磁石を使って，今まで釣りゲー
ムで釣り上げることができなかった重たいものを釣り上げる活動を通して，電磁石は強さを変える
ことができることを実感を持って理解させる。



主眼
１．電磁石は，電流の強さや導線の巻き数によって強さが変化するという見方・考え方ができるよ

うにする。
２．実験計画書をもとに条件(電流の大きさや導線の巻き数)を制御しながら電磁石の強さの変化を

調べ，調べた結果を表やグラフに整理し，電磁石の強さを変化させる要因について考察するこ
とができるようにする。

本時の過程

学 習 活 動 具体的な手立て段階

つ １．めあてをつかみ，見通しを持つ。 ○強力電磁石を再提示
か ○前時の実験計画から，本時の学習課題を焦点化し，めあてを し，強さを体感させ
む つかむ。 ることで，電磁石を

強くする要因に対す
自分の実験計画をもとに，電磁石を強くする方法を調べよう。 る興味・関心・追究

意欲を高めさせる。
○自分の実験計画について，ペアの友達とお互いに説明する活 ○説明活動モデルを参
動を行い，自分の追究の見通しを再確認する。 考に自分の問題解決

の見通しを思考の流予想 電池の数を多くする(電流を大 導線の巻き数を多くすると強くな
れにそって説明でききくする)と強くなる。 る。
るようにする。予 想 し 4年生の勉強で電池を直列つな コイルブランコでも磁力があった

た根拠 ぎで電流を大きくするとモー から，たくさん巻くと磁力が多く
ターが速く回ったから。 集まると思ったから。

方法 乾電池を2個直列つなぎにして 200回巻きの電磁石が基本の電磁，
基本の電磁石と比べる。その 石と比べて強くなるか調べる。そ
他の条件は変えない。 の他の条件は変えない。

視点 電流を大きくした時につりあ 導線の巻き数を多くした時につり
げることができるナットの数 あげることができるナットの数

結 果 の 基本の電磁石の２倍ぐらいナ 基本の電磁石の２倍ぐらいナット
見通し ットをつりあげると思う。 をつりあげると思う。

し ２．条件を制御ながら仮説を確かめる実験をし，きまりを見い出
ら す。 ○つりあげ方について
べ ○つりあげることができたナットの個数で電磁石の は，実験前に演示し
る 強さの変化を調べる。 て統一したつりあげ
・ 乾電池の数だけを 方をさせるようにす
ま 変えて(乾電池2個) る。実験はペアで行
と うようにし，正確に
め 測定ができるように
る 導線の巻き数だけを する。また実験結果

初めにつくった100回巻き 変えて(200回巻き) は黒板のグラフにシ
乾電池１個の基本の電磁石 ールを貼らせること

１(1.2A) ２(2.0A) 巻き数 100回 200回 で共有化し，それを電池の数
２こ ８こ ２こ １０こ もとにより科学的なナットの個数 ナットの個数

こ こ 考察活動ができるよ
8 10 うにする。

2 2

○実験結果の表やグラフ，イメージ図，キーワードをもとに結 ○イメージ図やキーワ
果から言えることや見つけたきまりについて話し合う。 ードを提示すること

・電流の大きさを比べて…電流が大きいほど大きい磁力が発生 で，考察・交流の視
する → 電磁石が強くなる 点を焦点化するとと

・導線の巻き数を比べて…巻き数が多いほど鉄心に多くの磁力 もに，それをもとに
が集まる → 電磁石が強くなる 考察を文章化できる

・永久磁石と比べて…条件を変えると磁力を簡単に変化させる ようにする。
(調整する)ことができる。

電流を大きくしたり，導線の巻き数を増やしたりすると電磁石
を強くすることができる。電磁石は強さを変化させることがで
きる。 ○電流や導線の巻き数

を変えれば重いもの
い ３．今までの釣りゲームでは釣れなかった重いものを釣る方法を でも釣れるようにな
か 本時学習を生かして考えて，釣りゲームをする。 る体験活動から電磁
す 石の強さの変化に対

する見方・考え方を
深めさせる。



本単元の過程

学 習 活 動 具体的な手立て段階 配時

つ １．コイルブランコの観察や，自作の電磁石を使った釣りゲ ○電流の働きや電磁石
か ームから，電磁石についての気付きや疑問を出し合い，追 の性質に興味を持た
む 究のめあてをつくる。 せるためにスタージ

45 ○コイルブランコに磁石やテプラーの芯 ャンやエルステッド
方位磁針を近づけた時の様子を観察す の発見を紹介する。
る。

コイルに電流を流すと磁力が発生する。
(不思議１)

90 ○100回巻きの電磁石を作って釣りゲー ○釣り上げる物にはい
ムをし，電磁石についての気付きや ろいろな重さの物を
疑問を出し合う。 用意し，釣れる物と

コイルは鉄 釣れない物があるこ
心を磁化す とから電磁石の強さ
るはたらき について問題意識を
がある。 持たせる。また，釣
(不思議２) ったものを下ろす経

験から電流と磁力の
関係について問題意

電磁石の不思議について調べよう。 識を持たせる。

し ２．永久磁石と電磁石の性質の違いついて調べる。
ら 90 ○永久磁石の性質 磁力性・磁化性・透磁性・極性(指北性) ○永久磁石で遊ぶ活動【 】
べ が電磁石にもあるか調べる。 を通して性質をふり
る ・それぞれの性質についてクリップや方位磁針を使って調 返り，またそれを表
・ べ 永久磁石との共通点・差異点を表にまとめて比べる 化することで，電磁， 。
ま 電磁石に電流を流すと磁力が発生し，永久磁石と同じ磁石 石の性質との比較が
と の性質を持つ。(不思議３) できるようにする。
め 45 ○電磁石の極の変化について調べる。 ○電磁石の極の変化に
る ・簡易検流計と方位磁針を使って電流の流れる向きと極の 気付かせるために色

，向きの変化を調べる。 の違うシールを使い
電磁石は，電流の向きによって極を変えることができる 電流の向きを変えて

(不思議４) 極の変化を確かめさ
せる。

90 ３．電磁石の力を強くする方法を調べる。
○自分なりの仮説を立て，実験計画書を作る。 ○条件制御に留意させ

電池の数を増やすと 導線の巻き数を多くする強く るために実験計画書
(電流を大きくすると) なると思う。 には変える条件と変
強くなると思う。 えない条件を明記さ

せる。
電池2個を直列つなぎ コイルを100回巻きから
にしてみよう。 200回巻きにしてみよう。

100回巻きで電池1個の時よりもたくさんのナットを釣り
上げることができるはずだ。

45 ○実験計画書に沿って実験を行い，仮説を検証する。 ○はじめに100回巻き・
乾電池1個で何個のナ本
ットを釣り上げるこ時
とができるか測定さ
せておき，電流や導
線の巻き数の条件を
変えた実験結果と比
べさせる。その際，
結果のグラフやイメ

・実験結果をグラフ化し，考察する。 ージ図，キーワード
電磁石を強くするには，電流を大きくしたり，導線の巻き を提示することで明

数を増やしたりするといい。電磁石は磁力の強さを変化さ 確な視点を持った考
せることができる。(不思議５) 察・交流活動ができ

るようにする。

い ４．電磁石を利用したモーターを作ったり，身の回りの電磁 ○電流の働きに興味・
か 石を利用したものやその工夫について話し合ったりする。 関心を持たせるため
す 45 ○簡易モーターを作る。 に，分解したモータ

・モーターを分解したものを見せ，身の回 ーを見せたり電磁誘
りにある電磁石を利用したものにモータ 導現象を発見したフ
ーがあることを知る。 ァラデーを紹介した

・説明書を参考にして簡易モーターを りする。
作り，回して遊ぶ。 ○学習した内容を振り

45 ○身の回りの電磁石を利用したものを探 返ることができるよ
し，その工夫について話し合う。 うに学習の流れ図を
(モーターを使った電化製品，電磁石のクレーンなど) 掲示しておく。

回路を切ると

簡単に釣った
ものが落とせ
るぞ

これは重
くてつれ
ないみた
いだよ

もっと強
いのつく
れない
かな？

ふつうの
磁石とち
がうのか
な？




